
海域での３成分データ取得の実現によりPS変換波の取得ができます。
これにより、海域でのＳ波データ取得が可能となります。

※JOGMEC提案公募型大型研究として実施。平成19年度秋季物理探査学会講演会にて発表（淺川ほか 2007)
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※本システムは、日本サルヴエージ（株）、（株）ＯＣＣ、国際ケーブル・シップ（株）の共同開発です。
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